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もそれと同じだと思いまし
た。弁護士は当事者から直接
話を聞けるのですが、裁判官
は当事者には会えないので、
事件記録を穴が開くほど読み
込み、証人尋問の際にも、小

さな、かつ重要な点を指摘し
てくる人もいます。難しい事
件ほど、手垢にまみれるくら
い何度も事件記録を読み込む
ことが大切です。
　2点目は、「ノーマルを知る
こと」です。ノーマルな状況
を知っていると、アブノーマ
ルな状況が分かります。その
取引において「あるはずのも
のがない」、逆に「その業界で
は普通は作られないはずのも
のが出てきた」。こういった点
が相手の主張を崩す突破口に
なることもあります。また、
裁判官が机上の論理に傾いて
いる場面では、業界のルール

「知・好・楽」
　10年以上前、ある方面で、
弁護士業務について日ごろ考
えていることや仕事のモット
ーについて講演することとな
り、自分が何をモットーに弁
護士業務をしているかを改め
て考える機会がありました。
仕事の中でイソ弁に繰り返し
話していることの中にヒント
があるだろうと思い、当時登
録３年目だったイソ弁に「俺
の口癖って何だ？」と聞いた
ところ、彼は「口癖ですか。
『〇※％＃』ですね」と即答
しました（ここで書くのは憚
られます）。「馬っ鹿も～ん！
　弁護士の仕事についてだ
よ！」と伝えたところ、質問
の本意を理解した彼が幾つか
答えてくれました。今回、若
い弁護士に贈る年配弁護士の
世迷言を書く機会を与えられ
ましたので、このときにまと
めたことの中から何点かを紹
介したいと思います。
　当時も今も、考えているこ
との第一は、「事件の解決内
容は、記録に触れば触るほど
良くなっていく」というもの
です。受験時代、刑法の基本
書に赤線を引きまくって全頁
を真っ赤にしている人がいま
した。「これでは赤線を引く
意味がないのでは？」と後輩
に聞かれた彼は、「基本書は
触れば触るほど解ってくる」
と答えたそうです。事件記録

や常識を伝えることで議論を
おかしな方向から引き戻すた
めにも「何がノーマルか」の
知識が必要になります。
　最後に、「弁護士の仕事は、
勉強になって、感謝されて、
お金までいただける」という
ことです。これは大変ありが
たいことなのですが、裏を返
せば「弁護士は、勉強しなく
てはならない、感謝されなく
てはならない、報酬をいただ
かなければならない」という
ことで、そう考えると何とも
ストレスフルな仕事です。
　論語の教えの中に、「知・
好・楽」というものがありま
す。「好きこそものの上手な
れ」という諺もあるように、
知らない人より知っている人
が、知っている人よりも好き
な人が強い、ということは誰
もが分かっていることだと思
います。論語の教えは「好き」
を超えてさらに「楽しんでい
る」人が最強だと言っている
わけです。職業選択の自由は
自己実現の自由だと述べた最
高裁判決もあるように、私た
ち弁護士は弁護士業務を通じ
て自己実現をしているのです。
今後も業務を楽しんで創意工
夫をし続けることで、充実し
た人生を送りたいと思います。
P.S.　上記のイソ弁というの
は柳楽久司弁護士です。彼が
最初に何と言ったかは、彼か
ら直接聞いてください。 
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　私が学生だったころは、ロ
ースクール全盛期でした。し
かし昨今、法曹志望者が減少
の一途を辿っており、その煽
りを受け、ロースクールも募
集停止が相次いでいることは
ご存じのとおりです。ロース
クールについては、多様な意
見がありますが、個人的には
ロースクールは必ずしも悪い
ものではないと思っていま
す。特に、同じ目標を持った
多くの仲間と一緒に勉強でき
たという点では、苦楽をとも
にした仲間ができ、これは何
ものにも代え難いものです。
現在もロースクール時代の仲
間とは、時々会ってお酒を酌
み交わし、仕事の苦労話など
を言い合ったりしています。
　司法試験合格後、私は名古
屋で修習をしました。修習期
間が約1年になり、当時は貸
与制の時代でしたが、この地
でも多くの仲間ができまし
た。個別修習が短くなり実の
ある修習が難しくなった面も
ありますが、やはり同じ仲間
たちと1年間をともに過ごす
という点では充実した日々を
送ることができました。
　弁護士登録以来、私は、司
法修習委員会と法教育委員会
に所属しています。修習時代
の恩師が委員会活動に熱心な
方で、これをそばで見ていた
私は、会務も楽しそうだと感
じ、本業に支障が出ない範囲

　この度、同じ委員会に所属
する某先生から、本コラムの
執筆依頼のお話をいただきま
したので、僭越ながらお受け
させていただきました。さ
て、何を書くコラムなのか某
先生に伺うと「何でも自由で
すよ」と言われ、「何でもと
いうのが一番難しいんだけど
なぁ」と思いつつ、本コラム
のルーツを辿ることにしまし
た。すると、本企画は2014
年10月号から始まっている
ようで、その編集後記にヒン
トがありました。要約すると、
このところの会員増により世
代間の顔が見にくくなってい
るから、「花水木」では若手
の立場から現在がどう見える
か、あるいは来し方行く先に
ついて思うところを書いても
らい、世代間の相互理解に役
立てるということでした。
　前置きが長くなりました
が、この趣旨に則り、私の思
うところを書かせていただこ
うと思います。私は、2012
年にロースクールを修了後、
2014年1月に弁護士登録を
し、現在4年目を迎えており
ます。最初は都内の法律事務
所に勤めておりましたが、昨
年10月に独立し、今は一人
で個人事務所を細々と経営し
ています。

で積極的に参加するようにし
ています。すると、自ずとこ
こでも人とのつながりがで
き、日頃の悩みを聞いてもら
ったり、仕事の疑問点を聞い
たり、お酒を酌み交わしたり
しています。若手の先生は事
務所の業務に追われて、委員
会活動などに参加するのもな
かなか難しいかもしれません
が、もっと参加してほしいな
と思ったりします。
　人とのつながりの大切さは、
今も昔も変わらないと思いま
す。ロースクール、司法修習、
会務など、いろいろな段階で
多くの仲間や諸先輩方と巡り
逢えました。先にも書きまし
たが、現在私は一人で事務所
を経営しており、事務員さん
もいないため、朝から晩まで
一人ぼっちということもあり
ます。そんな中で、一緒にお
酒を酌み交わし、仕事の悩み
を相談したり、愚痴をこぼし
たりできる人たちがいること
は、多くの面で助けられてい
ます。今後も人とのつながり
を大切にし、感謝の心も忘れ
ないようにしつつ、日々精進
していきたいと思います。 
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